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と　き １月９日（日）１１：００開式（１０：３０受付）
ところ 八代市厚生会館
対　象 昭和５９年４月２日から昭和６０年４月１日までに

生まれた人
※できるだけ気軽な服装でご参加ください。
※対象者には案内状を送付しています。当日は必ず案内状を持参く
ださい。案内状と引き換えに記念品を贈呈します。なお、通知もれ
や市外居住者も式典に参加できます。当日、会場でお申し出くださ
い。 問合せ 生涯学習課�３５－２０２０

成人式終了後、イベントを開催します。成人式会場で配られ
るチラシを持参ください。

◆本町１丁目商店街（くわさき洋装店前）…なくなり次第終了
内　容 記念写真撮影とワインボトルプレゼント（２００本限定）
◆本町２丁目商店街（イベント広場）…景品がなくなり次第終了
内　容 新成人によるジャンケン大会…景品プレゼント

（２００組限定）
◆本町３丁目商店街（パチンココンドル前）…なくなり次第終了
内　容 新成人へ豚汁とぜんざいをサービス、人力車
◆通町商店街（ミカエル堂２軒隣り空き地）…午後６時～
内　容 ”巨大絵馬に成人の願いを”特設巨大絵馬に寄せ書き（粗品有）

煌びやかなイルミネーションでお出迎え。

問合せ ＴＭＯやつしろ（八代商工会議所）�３２－６１９１

市役所からの情報を「FMやつしろ76.5MHz」で、毎週月曜日から金曜日の午前10時から10分間放送

申
込
・
問
合
せ

申
込
用
紙
に
押
印
、
必
要

事
項
を
記
入
し
参
加
費
を
添
え
、
八
代
市

緑
町
一
一
―
一
「
八
代
ひ
な
ま
つ
り
女
子

駅
伝
大
会
」事
務
局（
八
代
市
総
合
体
育
館

内
）�
35
０
１
５
０
へ

と
　
き

二
月
九
日
�
〜
三
月
十
一
日
�

（
計
二
十
二
日
間
）午
前
十
時
〜
午
後
四
時

と
こ
ろ

松
橋
町
働
く
婦
人
の
家

（
松
橋
町
五
六
四
）

内
　
容

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
文
書
作
成
、

関
数
、
グ
ラ
フ
な
ど
を
学
び
、
最
終
日
に

と
　
き

二
月
一
日
�
、
八
日
�
、
十
五
日

�
、
二
十
二
日
�（
全
四
回
）

午
後
二
時
〜
三
時
半

と
こ
ろ

太
田
郷
公
民
館

定
　
員

三
十
人
程
度
　
参
加
費

無
料

内
　
容
『
く
ま
も
と
の
食
は
今
…
』と
題
し
、

食
環
境
の
現
状
と「
食
の
安
全
安
心
」を
目

指
し
た
各
現
場
の
取
り
組
み

申
込
・
問
合
せ

熊
本
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
�
０
９
６（
３
５
５
）４
３
１
２

郷
土
の
明
日
を
切
り
拓
く
、
土
木
建
設
技

術
者
を
養
成
す
る
県
立
の
訓
練
機
関
で
す
。

募
集
期
間

一
月
十
七
日
�
〜
二
月
三
日
�

試
験
期
日

二
月
十
日
�

募
集
人
員

三
十
人
程
度

応
募
資
格

▼
県
内
に
居
住
し
、
ま
た
は
居

住
し
よ
う
と
す
る
満
十
八
歳
以
上
二
十
五

歳
未
満
の
独
身
の
男
女
　
▼
高
等
学
校
卒

業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
　
▼
心
身
が

健
全
で
所
定
の
教
育
訓
練
に
耐
え
得
る
人
　

▼
全
寮
制
に
よ
る
規
則
正
し
い
共
同
生
活

に
耐
え
得
る
人

問
合
せ

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

�
０
９
６
４（
２
８
）６
６
１
１
、
熊
本
県

土
木
部
監
理
課
�
０
９
６（
３
８
３
）１

１
１
１
内
線
６
０
１
３

と
　
き

三
月
六
日
�
午
前
八
時
半
受
付

と
こ
ろ

球
磨
川
河
川
緑
地

競
技
種
目

▼
小
学
生
の
部（
五
区
間
）＝
六

七
七
〇
ｍ
　
▼
中
学
生
二
部（
五
区
間
）＝

六
七
七
〇
ｍ
　
▼
中
学
生
一
部（
五
区
間
）

＝
九
七
五
〇
ｍ
　
▼
一
般
の
部
《
高
校
・

大
学
》（
五
区
間
）＝
六
七
七
〇
ｍ

チ
ー
ム
構
成

選
手
五
人
、
補
員
二
人（
小

学
四
年
生
以
上
）

参
加
費

三
千
円（
払
戻
不
可
）

賞
　
品

▼
各
種
目
の
優
勝
・
準
優
勝
・
三

位
…
賞
状
・
副
賞
　
▼
特
別
賞
…「
遠
来

賞
」ほ
か

※
参
加
チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽
選
で
、
日
奈
久

温
泉
旅
館
招
待
券
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

締
　
切

二
月
十
八
日
�
午
後
五
時
必
着

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
技
能
評
価
試

験（
表
計
算
三
級
）を
実
施
し
ま
す
。

申
込
資
格

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
①

現
在
就
職
を
希
望
し
て
い
る
②
雇
用
保
険

受
給
の
対
象
外
③
全
日
程
出
席
可
能
④
現

在
学
生
で
は
な
い
⑤
開
講
日
に
お
い
て
六

十
五
歳
未
満
⑥
過
去
に
同
一
内
容
を
含
ん

だ
当
セ
ン
タ
ー
の
講
習
会
を
受
講
し
て
い

な
い

申
込
み

一
月
十
三
日
�
午
前
十
時
〜
午
後

三
時
ま
で
に
直
接
、
松
橋
町
働
く
婦
人
の

家
へ

問
合
せ

熊
本
県
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア
�
０
９
６（
３
５
５
）４
３
０
９

食
の
安
全
安
心
講
座

県
民
カ
レ
ッ
ジ
出
前
講
座

春
風
に
の
っ
て
ら
ん

ラ
ン
Ｒ
Ｕ
Ｎ

八
代
ひ
な
ま
つ
り
女
子
駅
伝

大
会
出
場
チ
ー
ム
募
集

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

平
成
17
年
度
男
女
隊
員（
二
次
募
集
）

広報やつしろ ２００５.１.１

応
援
し
ま
す
！
あ
な
た
の
就
職

パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習
会

「
表
計
算
三
級
」



と
　
き

二
月
四
日
�

午
後
一
時
十
五
分
〜
四
時
二
十
分

と
こ
ろ

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
（
益
城
町
）

対
　
象

先
着
百
二
十
人
程
度

申
込
み

一
月
二
十
六
日
�
ま
で
に
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
話
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
　
〒
８
６
２
＝
８
５
７
０

（
住
所
不
要
）熊
本
県
土
地
資
源
対
策
課

�
０
９
６（
３
８
４
）３
２
５
３
�
０
９
６

（
３
８
２
）４
８
２
２
へ

と
　
き

▼
一
月
十
五
日
�
午
前
九
時
半
〜

正
午
　
▼
一
月
二
十
二
日
�
午
前
九
時
半

〜
正
午
　
▼
一
月
二
十
九
日
�
午
前
九
時

〜
正
午

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

内
容

百
人
一
首
入
門
講
座（
講
義
・
実
技
）

講
　
師

松
田
博
子
氏

対
　
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
学
・
通
勤

し
て
い
る
人
。
先
着
三
十
人
程
度
。

受
講
料

無
料

申
込
・
問
合
せ

一
月
四
日
�
〜
十
三
日
�

ま
で
に
文
化
課
�
�
35
２
０
２
１
へ

と
　
き

一
月
二
十
五
日
�
、
二
月
二
十
二

日
�
、
三
月
二
十
二
日
�

午
前
十
時
〜
正
午

と
こ
ろ

八
代
市
働
く
婦
人
の
家

講
　
師

渕
田
仁
志
氏（
寿
司
日
本
料
理
葵
）

対
　
象

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
男
性

定
　
員

先
着
十
六
人

参
加
費

三
回
分
三
千
円（
受
付
時
徴
収
）

申
込
み

一
月
十
七
日
�
午
前
九
時
か
ら
受

付
開
始
。
本
人
が
来
館
く
だ
さ
い
。

※
託
児
無
料
（
満
二
歳
〜
就
学
前
六
歳
）
受

付
時
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

働
く
婦
人
の
家（
フ
レ
ン
ド
リ
ー

や
つ
し
ろ
）
�
35
６
４
６
０

と
　
き

二
月
一
日
�
、
三
日
�
、
八
日
�
、

十
日
�
、
十
五
日
�
、
十
七
日
�
、
二
十

二
日
�
、
二
十
四
日
�
、
二
十
五
日
�
、

三
月
一
日
�
午
後
七
時
〜
九
時

と
こ
ろ

八
代
市
働
く
婦
人
の
家

対
　
象

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
で

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
人
。

文
字
入
力
が
で
き
る
人
。

定
　
員

先
着
十
四
人

参
加
費

千
五
百
円（
受
付
時
徴
収
）

申
込
み

一
月
十
八
日
�
午
後
六
時
か
ら
受

付
開
始
。
本
人
が
来
館
く
だ
さ
い
。

※
託
児
無
料（
満
二
歳
〜
就
学
前
六
歳
ま
で
）

受
付
時
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

働
く
婦
人
の
家（
フ
レ
ン
ド
リ
ー

や
つ
し
ろ
）
�
35
６
４
６
０

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み
可
。
個
別
指

導
、
検
定
対
策
な
ど
あ
り
ま
す
。

《
各
講
座
午
前
十
時
〜
正
午（
全
四
回
）》

▼W
o
rd

入
門
…
一
月
十
一
日
�
、
十
二
日

�
、
十
三
日
�
、
十
四
日
�

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＆
電
子
メ
ー
ル
入
門
…

一
月
十
七
日
�
、
十
九
日
�
、
二
十
日
�
、

二
十
一
日
�

▼W
o
rd

応
用
…
一
月
二
十
五
日
�
、
二
十

六
日
�
、
二
十
七
日
�
、
二
十
八
日
�

《
各
講
座
午
後
一
時
半
〜
三
時
半（
全
四
回
）》

▼E
xc
e
l

入
門
…
一
月
十
一
日
�
、
十
二
日

�
、
十
三
日
�
、
十
四
日
�

▼
デ
ジ
カ
メ
入
門
…
一
月
十
七
日
�
、
十
九

日
�
、
二
十
日
�
、
二
十
一
日
�

▼E
xc
e
l

応
用
…
一
月
二
十
五
日
�
、
二
十

六
日
�
、
二
十
七
日
�
、
二
十
八
日
�

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン（
本
町
三
丁
目
）

対
　
象

市
内
在
住
者（
高
齢
者
歓
迎
）

受
講
料

一
万
円（
別
途
教
材
費
千
円
程
度

必
要
）

問
合
せ

八
代
商
工
会
議
所
�
32
６
１
９
１

本
町
三
丁
目
商
店
街
振
興
組
合
�
32
２
６

９
７
、商
政
観
光
課
�
33
４
１
１
５

各
校
区
の
代
表
選
手
が
健
脚
を
競
い
ま
す
。

と
　
き

一
月
二
十
三
日
�
午
前
十
時
ス
タ

ー
ト（
午
前
九
時
開
会
）※
雨
天
決
行

開
会
式

県
営
八
代
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

コ
ー
ス

県
営
八
代
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

〜
球
磨
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園（
折
り
返
し
）

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
35
０
１
５
０

と
き

二
月
五
日
�
午
後
一
時
半
〜
四
時
半

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

問
合
せ

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局

�
33
６
３
１
９

環
境
や
福
祉
、
Ｕ
Ｄ
関
連
製
品
の
展
示
の

ほ
か
、
エ
コ
カ
ー
や
福
祉
対
応
車
両
が
集
ま

る
環
境
＆
福
祉
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
も
併
催
。

Ｕ
Ｄ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。

と
　
き

二
月
四
日
�
〜
六
日
�

と
こ
ろ

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本（
益
城
町
）

問
合
せ

熊
本
県
新
産
業
振
興
課

�
０
９
６
（
３
８
５
）
２
５
０
６

10

広報やつしろ ２００５.１.１

人口と世帯

人　口 105,814

男 49,655 （36）

女 56,159 （58）

世帯数 38,993 （68）

平成１６年１１月末現在（前月末比）

（94）

参
加
費
は
無
料
で
す

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー

エ
ク
セ
ル
三
級
程
度

短
期
講
座
「
パ
ソ
コ
ン（
持
込
み
）講
座
」

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か

短
期
講
座
「
男
の
料
理
」

広報やつしろは、古紙混合率１００パーセントの再生紙を使用しています。

八
代
市
文
芸
教
室

百
人
一
首
入
門
講
座

定
員
は
、
各
講
座
先
着
五
人

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す

第
52
回
八
代
市
校
区
対
抗
駅
伝
競
走

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

第
二
回
環
境
＆
福
祉
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ェ
アin

K
um
am
o
to

第
四
回
八
代
広
域
市
町
村
圏
職
員
意
見
発
表
会

が
ん
ば
ろ
う
！
や
つ
し
ろ
人



八代市が男女共同参画宣言都市となった１月３０日を含む１週間（１月２５日～３１日）を「八代市男女共同
参画週間」と定め、メイン事業として「いっそDEフェスタ２００５」を開催します。今回のメインテーマは、
『ならんで創るいきいき未来　～仕事と家庭、どっちも大事～』です。

午後１時～１時３０分
「男女で共に築く豊かな社会」標語表彰式

午後１時３０分～３時
演　題「女（ひと）と男（ひと）の人生を楽しくする方程式」
講　師　ピーター・フランクル氏（数学者・大道芸人）

午後３時１０分～４時３０分
テーマ『バランスよく活きいきと』
座談会出席者…イアン・スミス氏（塾講師）、上村憲助氏（八代経済開発同友会）、

榎田雅之氏（エフエムやつしろ）、濱本ベルナデット氏（主婦）、
宮川さとこ氏（学生）（５０音順）

進　行…古閑啓子氏（いっそDEフェスタ実行委員）

※手話通訳有／託児有…託児を希望の人は、月齢または年齢と人数などを電話またはファックスにて予約く
ださい。（対象…６カ月児以上就学前まで）

人権啓発課　�３２ー２６５０�３０ー８３５３

全
国
各
地
で
活
躍
中
の
八
代
市
出
身
の
自

衛
隊
員
を
慰
労
激
励
し
、
更
な
る
活
躍
を
期

待
す
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

と
　
き

一
月
十
五
日
�
午
後
五
時
〜

と
こ
ろ

八
代
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

会
　
費

一
般
＝
五
千
円

問
合
せ

自
衛
隊
八
代
出
張
所
�
33
７
０
０
１

生
活
安
全
課
�
33
４
１
１
２

と
　
き

二
月
一
日
�
午
後
二
時
〜
四
時

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

内
　
容

反
射
材
用
品
の
展
示
、
高
齢
歩
行

者
教
育
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
交
通
安
全
教

室
、
反
射
素
材
を
使
用
し
た
製
品
に
よ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
交
通
事
故
防
止

に
関
す
る
意
識
調
査（
ア
ン
ケ
ー
ト
）な

ど
問
合
せ

八
代
警
察
署
�
33
０
１
１
０

十
月
二
十
九
日
よ
り
十
一
月
三
十
日
ま
で

の
期
間
、
市
庁
舎
や
各
出
張
所
・
公
民
館
に

募
金
箱
を
設
置
し
て
募
集
し
た
新
潟
県
中
越
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ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

八
代
市
出
身

自
衛
隊
員
新
春
激
励
会

着
け
よ
う
反
射
材
！
防
ご
う
夜
間
の
交
通
事
故

反
射
材
フ
ェ
ア
in
く
ま
も
と

…無料　　 …５００人

火災などについての情報は「エフエムやつしろ」の放送でもお知らせしています。

お
礼

新
潟
県
中
越
地
震
義
援
金

地
震
の
義
援
金
は
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ

り
、
三
十
九
万
六
千
六
百
六
十
三
円
を
募
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た
義
援
金

は
、
新
潟
県
災
害
対
策
本
部
へ
送
金
い
た
し

ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ

社
会
援
護
課
�
33
８
７
２
２

《
第
一
回
…
福
祉
用
具
に
ふ
れ
て
み
よ
う
》

と
き

一
月
二
十
五
日
�
午
後
二
時
〜
四
時

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

内
　
容

車
椅
子
や
歩
行
に
援
助
が
必
要
な

人
へ
の
介
助
方
法
や
食
事
、
便
利
な
福
祉

用
具
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

講
　
師

県
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

申
込
み

一
月
十
四
日
�
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
三
十
人

《
第
二
回
…
痴
呆
を
支
え
る
》

と
　
き

二
月
十
九
日
�
午
後
二
時
〜
四
時

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

内
　
容

介
護
を
続
け
る
た
め
の
秘
訣
と
介

護
者
の
心
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

講
　
師

金
澤
親
良
氏（
青
磁
野
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
長
）

定
　
員

九
十
人

申
込
み

当
日
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
が
、

準
備
の
都
合
上
二
月
十
五
日
�
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ

八
代
市
基
幹
型
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー（
福
祉
課
内
）

�
33
４
４
３
６

参
加
費
は
無
料
で
す

家
族
介
護
教
室

《 》

国際数学オリンピック金メダ

リストで、大道芸人としても

人気を博す数学者。１１カ国

語を話せ、世界６０カ国以上

を訪れている。人生を楽しく

するコツを知ってほしいと全

国各地を駆け回る日々を送る。
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☆
特
別
展
示
室

▼
八
代
子
ど
も
美
術
展

一
月
四
日
�
の
午
後
〜
十
日
�

▼
四
季
の
押
し
花
展

一
月
十
二
日
�
の
午
後
〜
二
十
三
日
�

☆
第
一
常
設
展
示
室

▼
八
代
焼
Ⅳ

一
月
四
日
�
〜
三
月
二
十
七
日
�
ま
で

▼
古
文
書
を
読
む
Ⅲ
　
一
月
三
十
日
�
ま
で

▼
や
つ
し
ろ
遺
跡
め
ぐ
り
Ⅱ四

月
三
日
�
ま
で

▼
八
代
の
金
工
師
―
釘
谷
洞
石
と
聴
石
―

一
月
四
日
�
〜
三
月
二
十
七
日
�

▼
む
か
し
の
道
具

一
月
四
日
�
〜
三
月
二
十
七
日
�

▼
和
紙
作
り
の
道
具

一
月
四
日
�
〜
三
月
二
十
七
日
�

▼
信
仰
の
か
た
ち

一
月
四
日
�
〜
三
月
二
十
七
日
�

▼
米
作
り
の
農
具
　
　
　
　
　
　
　
　
通
年

☆
第
二
常
設
展
示
室

江
戸
ま
で
の
風
景
〜
道
中
風
景
図
巻
〜

一
月
四
日
�
〜
二
月
六
日
�

観
覧
料

大
人
＝
三
百
円
、
高
大
生
＝
二
百
円

※
中
学
生
以
下
の
入
館
は
無
料
で
す
。

休
館
日
　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

博
物
館
は
、
一
月
四
日
�
か
ら
開
館
し
ま
す
。

※
一
月
十
日
�
は
開
館
、
十
一
日
�
は
休
館

【
歴
史
講
座
の
ご
案
内
】

第
一
回
「
江
戸
時
代
の
手
紙
」
―
江
戸
時
代

の
武
士
の
手
紙
を
ま
ね
て
、
書
状
作
り
に
挑

戦
―

と
　
き

一
月
八
日
�
午
後
二
時
〜
三
時
半

と
こ
ろ

八
代
市
立
博
物
館
講
義
室

対
　
象
　
大
人
向
け
の
講
座
で
す
が
、
中
学

生
以
上
な
ら
受
講
可
能
で
す
。

講
　
師

本
館
学
芸
員

受
講
料

無
料

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。
筆
ペ
ン
を

持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

八
代
市
立
博
物
館
�
34
５
５
５
５

図
書
館

★
図
書
館
講
座（
無
料
）

▼
文
学
講
座
Ⅰ

「
女
歌
・
与
謝
野
晶
子
〜
俵
万
智
」

と
　
き

一
月
十
二
日
�
午
前
十
時
半
〜

と
こ
ろ

八
代
市
立
図
書
館
二
階
大
集
会
室

講
　
師

加
藤
み
ゆ
き
氏

▼
八
代
の
歴
史

「
熊
本
隊
と
、
協
同
隊
の
相
違
を
考
察
」

と
　
き

一
月
十
九
日
�
午
前
十
時
半
〜

と
こ
ろ

八
代
市
立
図
書
館
二
階
大
集
会
室

講
　
師

柿
本
登
美
男
氏

▼
文
学
講
座
Ⅱ

「
漱
石
と
子
規
―
そ
の
交
友
と
俳
句
革
新

―
松
山
時
代
」

と
　
き

一
月
二
十
六
日
�
午
前
十
時
半
〜

と
こ
ろ

八
代
市
立
図
書
館
二
階
大
集
会
室

講
　
師

亀
山
勉
氏

▼
一
般
向
け
映
画
放
映
会（
無
料
）

と
　
き

一
月
九
日
�
午
後
二
時
〜

と
こ
ろ

八
代
市
立
図
書
館
二
階
大
集
会
室

上
映
作
品

「
哀
愁
」（
主
演
ビ
ビ
ア
ン
・
リ

ー
、
ロ
バ
ー
ト
・
テ
ィ
ラ
ー
）

【
文
学
散
歩
参
加
者
募
集
】

日
本
に
お
い
て「
文
学
散
歩
」を
提
唱
し

た
詩
人
、
野
田
宇
太
郎
の
文
学
資
料
館
と
久

留
米
近
郊
の
夏
目
漱
石
の
文
学
碑
を
た
ず
ね

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き

二
月
二
十
五
日
�

行
　
先

野
田
宇
太
郎
文
学
資
料
館
・
霊
鷲

寺
（
福
岡
県
小
郡
市
）、
漱
石
の
道
（
福

岡
県
久
留
米
市
）
予
定

定
　
員

先
着
四
十
人

参
加
費

千
六
百
円（
バ
ス
、
高
速
代
）昼

食
は
各
自
で
対
応

受
　
付

一
月
五
日
�
〜
三
十
日
�

自治体初！地域ポータル＆ソーシャルネットワーキングサイト『ごろっとやっちろ』ホームページアドレス www.gorotto.com メールアドレス garappa@gorotto.com

常勤
臨時・パート
自営業（農・林・漁業含む）
居宅内での自営業および内職
就労意欲があり、就労未定
出産予定日の前後各３カ月
入院や障害のため
病院への付き添いや介護のため
災害、その他上記以外の理由

居宅外労働

居宅内労働
求職
出産
疾病・障害
看護・介護
災害・その他

基準指数

１０
８
８
６
３
１０
１０～６
１０～３
１０～３

平成１７年度から、定員を上回る入園希望がある場合は、
次の選考基準と調整基準に基づいて点数化し、得点が高
い児童から入園決定を行います。

《主な基本基準》

《主な調整基準》

保護者の状況

※調整基準は該当する祖父母または兄弟・姉妹それぞれ
一人につき指数を加算します。

※兄弟・姉妹が病気や障害により入園できない場合、ま
たは同時に申し込みを行っている場合を除く。

問合せ こども家庭課�３３－８７２１

平成１７年３月末までの入園申込みは、１月末で受け
付けを締め切ります。
ご希望の人は、お早めに申し込みください。

家 庭 の 状 況 等

母子・父子世帯
保育可能な祖父母が同居
保育園に在園していない就学前（１歳以上）の兄弟・姉妹がいる
その他（入園が望ましいと認められる場合）

調整指数

１５
－５～－１
－５
２～５

開
館
時
間
は
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

博

物

館

平
日
の
開
館
時
間
は
午
後
六
時
ま
で

図

書

館



※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

★
移
動
図
書
館
「
と
も
だ
ち
号
」

一
月
　
　
五
日
�

麦
島
・
金
剛
校
区

一
月
　
　
六
日
�

松
高
校
区

一
月
　
　
七
日
�

八
千
把
校
区

一
月
　
十
一
日
�

太
田
郷
校
区

一
月
　
十
二
日
�

植
柳
校
区

一
月
　
十
三
日
�

郡
築
・
八
代
校
区

一
月
　
十
四
日
�

日
奈
久
校
区

一
月
　
十
八
日
�

二
見
校
区

一
月
　
十
九
日
�

龍
峯
校
区

一
月
　
二
十
日
�

昭
和
・
八
代
校
区

一
月
二
十
一
日
�

高
田
校
区

一
月
二
十
五
日
�

野
上
地
区

一
月
二
十
六
日
�

宮
地
校
区

一
月
二
十
八
日
�

太
田
郷
校
区

※
一
月
五
日
�
か
ら
開
館
し
ま
す
。
休
館
中

の
本
の
返
却
は
、
図
書
館
玄
関
横
の
返
却
ポ

ス
ト
へ
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

八
代
市
立
図
書
館
�
32
３
３
８
５
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平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防

接
種
の
対
象
年
齢
が
生
後
六
カ
月
未
満
ま
で

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
平
成
十
七
年
度
か

ら
、
生
後
六
カ
月
以
上
の
人
が
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を

接
種
す
る
と
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

実
施
時
間

午
後
二
時
〜
三
時

（
受
付
は
午
後
二
時
五
十
分
ま
で
）

実
施
会
場

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー

《
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
》

対
　
象

生
後
三
カ
月
〜
四
十
八
カ
月（
四

歳
）未
満

※
ま
ず
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
行
い
、

四
十
八
時
間
後
に
判
定
し
陰
性（
９
�
以
下
）

の
人
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
い
ま
す
。
二
日
後

の
判
定
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
八
代
・
宮
地
校
区

ツ
反
接
種
…
一
月
五
日
�

判
定
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
…
一
月
七
日
�

▼
八
千
把
校
区

ツ
反
接
種
…
一
月
十
一
日
�

判
定
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
…
一
月
十
三
日
�

▼
太
田
郷
校
区

ツ
反
接
種
…
一
月
十
二
日
�

判
定
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
…
一
月
十
四
日
�

▼
松
高
校
区

ツ
反
接
種
…
一
月
十
九
日
�

判
定
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
…
一
月
二
十
一
日
�

▼
代
陽
校
区

ツ
反
接
種
…
一
月
二
十
五
日
�

判
定
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
…
一
月
二
十
七
日
�

▼
高
田
校
区

ツ
反
接
種
…
一
月
二
十
六
日
�

判
定
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
…
一
月
二
十
八
日
�

▼
麦
島
校
区

ツ
反
接
種
…
二
月
一
日
�

判
定
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
…
二
月
三
日
�

▼
植
柳
・
日
奈
久
・
昭
和
校
区

ツ
反
接
種
…
二
月
二
日
�

判
定
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
…
二
月
四
日
�

▼
金
剛
・
郡
築
・
二
見
・
龍
峯
校
区

ツ
反
接
種
…
二
月
八
日
�

判
定
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
…
二
月
十
日
�

問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
�
32
７
２
０
０

と
　
き

一
月
二
十
一
日
�
午
後
一
時
〜

（
午
後
零
時
半
受
付
開
始
）

と
こ
ろ

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容

む
し
歯
予
防
の
お
話
、
歯
科
健
診

（
親
子
）、
歯
科
相
談
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布

対
　
象

平
成
十
五
年
七
月
二
十
二
日
以
降

に
生
ま
れ
、
歯
が
八
本
以
上
生
え
た
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
先
着
二
十
組

費
　
用

無
料

申
込
・
問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

�
32
７
２
０
０
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起
き

請
しょう

文
もん

というのは、自分の行為や言葉

に嘘、偽りのないことを日本国中のありと

あらゆる神仏に誓った誓約書です。写真の

起請文は、八代
やつしろ

御
ご

普
ふ

請
しん

支
し

配
はい

頭
がしら

が八代城主

松井豊之
とよゆき

に提出したものです。八代御普請

支配頭は、今でいう八代市役所土木課長の

ようなもので、石垣、道路、堤防、橋、河

川などの改修工事を差配する役目にありま

した。

破損が小さい内に修理を行い、出費を抑

えるなど、細かい心配りと怠慢
たいまん

のない勤務

態度を誓っています。また、部下に対して

は、風俗のみだれなく清廉
せいれん

に勤めるよう指

導することを誓っています。松井家には

様々な役職がありましたが、ことさら御
ご

普
ふ

請
しん

支
し

配
はい

頭
がしら

に起請文の提出が求められたの

は、それだけ厳格さを求められた役職だっ

たからでしょう。

この起請文の最後の部分には、複数の神

仏の名が記されています。梵天
ぼんてん

・帝釈
たいしゃく

・

四
し

大
だい

天王
てんのう

から、地元の阿蘇
あ そ

大
だい

明
みょう

神
じん

、藤崎
ふじさき

八幡大
はちまんだい

菩
ぼ

薩
さつ

まで、さまざまな神仏に誓いを

立てたことがわかります。

博物館では、2月1日�から常設展示歴史

コーナーで起請文を紹介します。

松井豊之宛
宝暦8年（1758）・宝暦13年（1763）
財団法人松井文庫所蔵

申
し
込
み
が
必
要
で
す

む
し
歯
予
防
教
室

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
お
知
ら
せ



経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
十
六
年
十
二
月

三
十
一
日
現
在
で
、
工
業
統
計
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を

対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行

政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
や
企
業
・
大
学

な
ど
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の

教
材
な
ど
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
し
た
事
業
所
に
は
、
一
月

中
旬
ま
で
に
調
査
員
が
調
査
票
の
回
収
に
伺

い
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

文
書
法
規
課
�
33
４
１
７
４

会
社
や
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
人

で
、
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
償
却
資
産

（
事
業
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
土
地
・
家

屋
以
外
の
有
形
の
固
定
資
産
）
を
所
有
し
て

い
る
人
は
、
所
有
状
況
を
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

償
却
資
産
に
は
、
構
築
物（
店
舗
内
装
や

広
告
塔
な
ど
）、
機
械
お
よ
び
装
置（
各
種

加
工
製
造
用
機
械
・
農
業
用
機
械
・
受
変
電

設
備
な
ど
）、
船
舶
・
車
両
お
よ
び
運
搬
具

（
自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
が
課
さ
れ
て
い

る
も
の
は
除
く
）、
工
具
・
器
具
・
備
品
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

申
告
書
提
出
期
限
　
一
月
三
十
一
日
�

申
告
方
法

▼
新
規
に
事
業
を
始
め
た
人
（

初
め
て
申
告
す
る
人
）
…
申
告
書
は
税
務

課
に
あ
り
ま
す
。
資
産
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
所
有

し
て
い
る
資
産
が
申
告
の
対
象
に
な
る
か

分
か
ら
な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
毎
年
申
告
し
て
い
る
人
…
十
二
月
下
旬

に
申
告
書
を
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

同
封
の
手
引
き
を
参
照
の
上
、
必
要
事
項

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
せ

税
務
課
�
33
４
１
０
８

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
労
働
力
人
口
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
意
欲
と
能
力
が
あ
る

限
り
、
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
高
年
齢
者
の
安
定

的
な
雇
用
確
保
の
た
め
、
次
の
措
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

▼
六
十
五
歳
ま
で
の
定
年
の
引
上
げ
、
継
続

雇
用
制
度
の
導
入
な
ど（
平
成
十
三
年
四

月
一
日
か
ら
段
階
的
に
引
き
上
げ
平
成
二

十
五
年
四
月
一
日
に
完
全
実
施
）

▼
解
雇
に
よ
る
高
年
齢
離
職
者
に
対
す
る
求

職
活
動
支
援
書
の
作
成
・
交
付（
平
成
十

六
年
十
二
月
一
日
施
行
）

▼
労
働
者
の
募
集
お
よ
び
採
用
の
際
、
年
齢

制
限
を
す
る
場
合
の
理
由
の
提
示（
平
成

十
六
年
十
二
月
一
日
施
行
）

問
合
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代（
八
代
公
共

職
業
安
定
所
）
�
31
８
６
０
９

昨
年
ま
で
、
所
得
税
・
贈
与
税
・
個
人
事

業
者
の
消
費
税
の
確
定
申
告
会
場
は
八
代
税

務
署
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
月
一
日
�

〜
三
月
十
五
日
�
（
土
、
日
曜
日
お
よ
び
祝

日
は
除
く
）の
申
告
会
場
は
「
や
つ
し
ろ
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
」
で
行
い
ま
す
。
こ
の
期

間
中
、
八
代
税
務
署
内
で
は
、
確
定
申
告
書

の
受
付
の
み
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

（
正
午
〜
午
後
一
時
を
除
く
）

※
申
告
書
を
自
分
で
記
載
し
て
い
た
だ
く

「
自
書
申
告
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

八
代
税
務
所
�
32
３
１
４
１

対
　
象

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
お
よ
び

業
務
委
託
の
競
争
入
札
（
見
積
）、
物
件
供

給
・
使
役
・
貸
借
な
ど
の
競
争
入
札
（
見

積
）
に
参
加
を
希
望
す
る
市
内
の
事
業
者

平
成
十
七
・
十
八
年
度
定
期
登
録
分

（
有
効
期
間
二
年
間
）

▼
建
設
工
事
請
負

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
変
更

確
定
申
告
会
場
変
更

製
造
事
業
所
の
み
な
さ
ん
へ

統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

14

広報やつしろ ２００５.１.１

広報やつしろは、古紙混合率１００パーセントの再生紙を使用しています。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定

等
に
関
す
る
法
律
改
正

申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た

償
却
資
産
の
申
告

▼
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

平
成
十
七
年
度
追
加
登
録
分

（
有
効
期
間
一
年
間
）

▼
物
件
供
給
・
使
役
・
貸
借
な
ど

申
請
方
法

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
申
請
書

の
手
引
き
・
申
請
書
様
式
な
ど
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

建
設
工
事
請
負
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
は
、
今
回
か
ら
申
請
書
を

自
動
作
成
で
き
る
フ
ァ
イ
ル
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
入
力
デ
ー
タ
は
、
申
請
書
類
と
と
も

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
市
役
所
四
階
閲
覧

所
で
は
手
引
き
の
み
の
配
布
と
な
り
ま
す
。

※
市
税
な
ど
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
原
則
、

申
請
を
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ

契
約
検
査
課

�
33
４
１
２
０

任
期
満
了
に
よ
る
八
代
平
野
南
部
土
地
改

良
区
総
代
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

告
示
日

二
月
二
日
�

投
票
日

二
月
九
日
�

問
合
せ

選
挙
管
理
委
員
会

�
32
３
６
６
２

八
代
平
野
南
部
土
地
改
良
区

�
33
２
６
２
９

金
融
機
関
な
ど
で
市
税
を
納
付
納
入
し
た

後
、
市
役
所
窓
口
で
収
納
の
デ
ー
タ
が
確
認

で
き
る
ま
で
に
、
し
ば
ら
く
の
日
数
が
必
要

申
告
・
納
付
直
後
の
納
税
証
明
書
請
求

所
得
・
納
税
・
資
産
の
各

証
明
書
を
請
求
す
る
人
へ

受
付
期
間
は
二
月
一
日
�
〜
二
十
八
日
�

平
成
十
七
・
十
八
年
度
八
代
市
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
（
市
内
業
者
分
）

投
票
日
は
二
月
九
日
�
で
す

八
代
平
野
南
部
土
地
改
良
区



15 市役所からの情報を「FMやつしろ76.5MHz」で、毎週月曜日から金曜日の午前10時から10分間放送
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日

4�

5�

6�

7�

11�

12�

13�

14�

17�

18�

19�

20�

21�

24�

25�

26�

27�

28�

31�

2/1�

2�

3�

4�

テーマ

市長年頭あいさつ

軽自動車税のあらまし

転校手続き

土地区画整理事業

検診一括申し込み

広報広聴事業

博物館の利用

障害者在宅福祉サービス
（訪問入浴・住宅改造など）

いっそDEフェスタ

老人保健医療制度

土地改良事業

平成１６年度文化財保護デー

在宅介護支援センター

不法投棄・野焼き防止

介護保険認定申請

城下町やつしろのお雛祭り

郡市対抗熊日駅伝大会

市町村合併の現状

指名願い

生活習慣病予防

市県民税の申告

学校給食

児童虐待防止講演会

１月４日（火）～２月４日（金）

毎週月曜日～金曜日の午前１０時から１０分間「エフ

エムやつしろ（FMラジオ）」放送しています。

※再放送は午後２時５０分からです。

出　演

市 長

税 務 課

学校教育課

区画整理課

保健センター

企画調整課

博 物 館

福 祉 課

人権啓発課

保険年金課

農地整備課

文 化 課

福 祉 課

廃棄物対策課

介護保険課

商政観光課

スポーツ振興課

市町村合併推進室

契約検査課

保健センター

税 務 課

教育総務課

こども家庭課

で
す
。
申
告
お
よ
び
納
付
の
直
後
（
約
十
五

日
以
内
）
に
納
税
証
明
書
を
請
求
す
る
場
合

に
は
、
領
収
証
書
も
し
く
は
領
収
証
書
の
写

し
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、

振
替
済
が
確
認
で
き
る
通
帳
ま
た
は
通
帳
の

写
し
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
人
が
資
産
証
明
書
な
ど
を
請

求
す
る
場
合
は
、
本
人
の
自
署
に
よ
る
委
任

状
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

税
務
課
�
33
４
１
０
７

子
ど
も
の
い
じ
め
や
不
登
校
・
ひ
き
こ
も

り
に
つ
い
て
、
本
人
や
そ
の
家
族
、
関
係
者

か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
。

と
　
き
　
一
月
十
六
日
�
午
後
二
時
〜
五
時

と
こ
ろ
　
八
千
把
公
民
館

申
込
・
問
合
せ

八
代
市
立
青
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー（
人
権
啓
発
課
内
）�
32
７
０
５
９

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
の
は
、

道
路
運
送
車
両
法
な
ど
に
い
う
原
動
機
付
自

転
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
お
よ

び
二
輪
の
小
型
自
動
車（
以
下「
軽
自
動
車
な

ど
」）で
す
。
ま
た
、
小
型
特
殊
自
動
車
と

は
、
農
耕
作
業
用
自
動
車（
コ
ン
バ
イ
ン
、

ト
ラ
ク
タ
ー
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
な
ど
）
や
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
で
す
。

軽
自
動
車
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
、
軽

自
動
車
な
ど
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
は
、

そ
の
所
有
者（
使
用
者
）と
な
っ
た
日
か
ら
十

五
日
以
内
に
、
規
則
で
定
め
る
申
告
書
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る

人
は
、
早
め
に
申
告
書
を
税
務
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
軽
自
動
車
な
ど
の
所
有
者
で
な
く

な
っ
た
場
合
に
は
、
所
有
者
で
な
く
な
っ
た

日
か
ら
三
十
日
以
内
に
規
則
で
定
め
る
申
告

書
を
税
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
廃
車
申
告
書
の
提
出
が
な
け
れ
ば
、
所
有

し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
、
引
き
続
き
軽
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

税
務
課
�
33
４
１
０
７

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
面
談
形
式
で
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、
市

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

軽
自
動
車
税
の
申
告

政
運
営
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

と
　
き

平
日
の
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
九

時
の
間
で
、
面
談
時
間
は
（
土
・
日
・
祝

祭
日
を
除
く
）一
組
三
十
分

※
市
長
の
都
合
で
、
日
程
変
更
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。

と
こ
ろ

八
代
市
役
所
助
役
応
接
室

対
　
象

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

る
個
人
や
グ
ル
ー
プ（
五
〜
六
人
ま
で
）

申
込
・
問
合
せ

一
月
七
日
�
ま
で
に
各
公

民
館
・
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
、
〒
８
６
６
＝
８
６
０
１
八
代

市
役
所
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
室
�
33
４

１
０
１
�
32
２
６
６
５
へ（
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
申
込
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
）

い
じ
め
・
不
登
校
・

ひ
き
こ
も
り
出
前
相
談

秘
密
厳
守
・
相
談
無
料

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

ま
ち
づ
く
り
市
長
談
話
室（
二
月
分
）

第３セクターとして設立された、地域密着
型２４時間放送のラジオ局です。火災情報や
災害時の緊急情報も放送しています。



障
害
を
お
持
ち
の
人
と
そ
の
介
護
者
を
対

象
と
し
て
、
積
極
的
な
社
会
参
加
を
促
進
す

る
た
め
に
、
次
の
施
設
の
使
用
料
な
ど
の
減

免
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
時
期

一
月
一
日
�
〜

減
免
の
方
法

手
帳
の
提
示
に
よ
る
確
認

《
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
》

▼
障
害
者
本
人

身
体
・
療
育
（
知
的
）・
精

神
の
各
障
害
者
手
帳
所
持
者
に
つ
い
て
全

額
免
除
※
特
別
展
の
減
免
に
つ
い
て
は
市

主
催
の
観
覧
料
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

▼
介
護
人

身
体
一
種
（
＊
注
１
）、
知
的
Ａ

１
・
Ａ
２
、
精
神
一
級
の
介
護
者
に
つ
い

て
全
額
免
除
（
一
人
に
限
る
）

問
合
せ
　
博
物
館
�
34
５
５
５
５

《
二
見
自
然
の
森
》

▼
障
害
者
本
人

身
体
・
療
育
（
知
的
）・
精

神
の
各
障
害
者
手
帳
所
持
者
に
つ
い
て
使

用
料
全
額
免
除
。
た
だ
し
薪
代
な
ど
実
費

は
徴
収
。

▼
介
護
人

適
用
な
し

問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
�
35
２
０
２
０

《
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
み
）》

▼
障
害
者
本
人

身
体
・
療
育
（
知
的
）・
精

神
の
各
障
害
者
手
帳
所
持
者
に
つ
い
て
全

額
免
除
。

▼
介
護
人

身
体
一
種
（
＊
注
１
）、
知
的
Ａ

１
・
Ａ
２
、
精
神
一
級
の
介
護
者
に
つ
い

て
全
額
免
除
（
一
人
に
限
る
）

問
合
せ
　
企
業
港
湾
振
興
課
�
33
８
５
１
３

《
総
合
体
育
館
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
み
）
》

▼
障
害
者
本
人

身
体
・
療
育
（
知
的
）・
精

神
の
各
障
害
者
手
帳
所
持
者
に
つ
い
て
全

額
免
除
。

▼
介
護
人

身
体
一
種
（
＊
注
１
）、
知
的
Ａ

１
・
Ａ
２
、
精
神
一
級
の
介
護
者
に
つ
い

て
全
額
免
除
（
一
人
に
限
る
）

問
合
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
35
０
１
５
０

《
弓
道
場
》

▼
障
害
者
本
人

身
体
・
療
育
（
知
的
）・
精

神
の
各
障
害
者
手
帳
所
持
者
に
つ
い
て
全

額
免
除
。

▼
介
護
人

身
体
一
種
（
＊
注
１
）、
知
的
Ａ

１
・
Ａ
２
、
精
神
一
級
の
介
護
者
に
つ
い

て
全
額
免
除
（
一
人
に
限
る
）

問
合
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
35
０
１
５
０

《
武
道
館
》

▼
障
害
者
本
人

身
体
・
療
育
（
知
的
）・
精

神
の
各
障
害
者
手
帳
所
持
者
に
つ
い
て
全

額
免
除
。

▼
介
護
人

身
体
一
種
（
＊
注
１
）、
知
的
Ａ

１
・
Ａ
２
、
精
神
一
級
の
介
護
者
に
つ
い

て
全
額
免
除
（
一
人
に
限
る
）

＊
注
１
…
障
害
等
級
に
関
係
な
く
一
種
で
あ

れ
ば
適
用
す
る
。（
一
種
の
判
別
は
手
帳
に
記

載
）

問
合
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
35
０
１
５
０

最
近
、
八
代
署
管
内
で
、
お
金
を
振
り
込

ま
せ
て
だ
ま
し
取
る「
振
り
込
め
詐
欺
」が

激
増
し
て
い
ま
す
。

《
注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト
》

◆
即
日
振
り
込
み
は
絶
対
に
し
な
い
。

◆
電
話
を
切
っ
た
後
、
必
ず
本
人
ま
た
は
家

族
に
連
絡
を
と
る
。

◆
折
り
返
し
電
話
す
る
な
ど
と
言
っ
て
相
手

の
連
絡
先
を
聞
く
。

◆
泣
き
や
脅
し
に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
慌

て
ず
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
。

◆
警
察
官
を
名
乗
っ
た
場
合
は
、
署
名
と
課

名
を
聞
き
、そ
の
警
察
署
に
確
認
を
す
る
。

（
警
察
官
が
示
談
交
渉
に
関
与
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。）

問
合
せ

八
代
警
察
署
�
33
０
１
１
０

《
変
更
点
》

◆
戸
別
回
収
方
法
な
ど
、
団
体
の
積
極
的
な

回
収
活
動
に
限
定
し
、
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
。戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
る
回
収
が
、
古
紙
類

の
資
源
化
に
つ
い
て
、
最
も
効
果
の
高
い
回

収
方
法
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
こ
れ
ら
の

方
法
に
限
定
し
て
助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
「
資
源
の
日
」
を
利
用
し
た
資
源
回
収
活

動
は
、
助
成
金
交
付
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
団
体
登
録
要
件
と
し
て
、「
五
人
以
上
で

構
成
す
る
こ
と
」
を
追
加

私
的
活
動
を
制
限
す
る
目
的
か
ら
、
五
人

以
上
で
構
成
す
る
こ
と
が
登
録
要
件
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

◆
毎
年
度
の
団
体
登
録
お
よ
び
そ
の
登
録
方

法
の
変
更

活
動
内
容
の
把
握
の
た
め
、原
則
と
し
て
、

毎
年
度
当
初
に
資
源
回
収
活
動
実
施
計
画
書

を
添
付
し
た
団
体
登
録
申
請
書
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

廃
棄
物
対
策
課
�
34
１
９
９
７

八
代
観
光
協
会
で
は
、
毎
年
市
街
地
を
中

心
に「
城
下
町
や
つ
し
ろ
の
お
雛
祭
り
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
各
家
庭
で
眠
っ
て

い
る
雛
人
形
や
八
代
独
特
の
風
習
で
あ
り
、

今
は
廃
絶
し
て
い
る
一
間
羽
子
板
を
商
店
街

の
空
き
店
舗
に
展
示
し
て
、
観
光
客
の
皆
さ

ん
に
八
代
の
文
化
や
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

16

施 設名

八代市厚生会館
（�３２―３１９６）

やつしろ
ハーモニーホール
（�５３―００３３）

調整会議日時
２月１日�
午前９時集合
３月１日�
午前９時集合
２月７日�
午前９時集合
３月７日�
午前９時集合

会　場

厚生会館
小集会室

ハーモニー
ホール３階
中会議室

使用月

１７年８月

１７年９月

１７年８月

１７年９月

詳
し
く
は
担
当
課
に
確
認
く
だ
さ
い

公
共
施
設
の
使
用
料
等
の
減
免

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
時
は
八
代
警
察
署
ま
で
相
談
を
！

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を

平
成
十
七
年
度
か
ら

資
源
回
収
活
動
助
成
金
交
付

の
取
扱
い
が
変
わ
り
ま
す

募
集
期
間
は
、
一
月
十
七
日
�
ま
で

「
雛
人
形
」や「
一
間
羽
子
板
」

を
展
示
し
ま
せ
ん
か

広報やつしろ ２００５.１.１

市のホームページアドレス www.city.yatsushiro.kumamoto.jp 市のメールアドレス info@city.yatsushiro.kumamoto.jp



を
お
願
い
し
ま
す
。

展
示
期
間

二
月
十
一
日
�
〜
三
月
十
三
日

�
、
場
所
＝
未
定

展
示
品

雛
人
形
・
雛
道
具
・
一
間
羽
子
板

な
ど（
ま
つ
わ
る
思
い
出
を
添
え
て
も
可
）

申
込
・
問
合
せ

八
代
観
光
協
会
事
務
局

（
商
政
観
光
課
内
）
�
33
４
１
１
５

工
事
期
間
中
、
沿
線
の
皆
さ
ん
や
通
行
さ

れ
る
皆
さ
ん
に
は
、
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
標
識
な
ど
に
十
分
注
意
さ

れ
て
通
行
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
に
際
し
て
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
家
屋

な
ど
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
、
最
大
の
努

力
を
は
ら
い
ま
す
が
、
万
一
に
備
え
て
家
屋

な
ど
の
事
前
調
査
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
調
査
時
に
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

下
水
道
課
�
33
４
１
４
７

工
事
箇
所
・
・
・

17

熊本県最低賃金
最低賃金額（円）

効力発生の日

平成１６年１０月１日

日額

5,176

時間額

647

産業別最低賃金

紡績業、ねん糸製造業、
織物業、靴下製造業
電気機械器具、情報通
信機械器具、電子部品
・デバイス製造業
自動車・同附属品製造
業、船舶製造・修理業、
舶用機関製造業

百貨店、総合スーパー

�
※最低賃金は常用・臨時・パートなどすべての労働者に適用されます。
※時間額は時間給制の労働者に、日額は時間給制以外の労働者にそれ
ぞれ適用されます。
※最低賃金の対象となる賃金には、時間外・休日・深夜手当や結婚手
当、賞与、精皆勤手当、通勤手当、家族手当は含まれません。

問合せ 熊本労働局賃金室�０９６－３５５－３２０２
八代労働基準監督署�３２―３１５１

最低賃金額（円）
効力発生の日

平成１２年１２月２５日

時間額
607

676

平成１６年１２月２０日

714

時間額

667

平成１５年１２月２０日

広報やつしろ ２００５.１.１

工期　１月中旬～３月下旬

訂正とお詫び：広報やつしろ１２月１５日号３ページの「特別会計決算」老人保健医療事業について、正しい差引額は５,８７６万円でした。ここに訂正
しお詫びします。

工期　１月中旬～３月下旬

工期　１月中旬～３月下旬工期　１月中旬
～３月下旬

工期　１月中旬～３月下旬

▼

一
間
羽
子
板


